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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
今泉 知久

いつか月にテントを張る会社
1968年、トラックの幌、軒先のオーニングなど、日差しや雨風を防ぐ補助的な資材としてテントを供給したのが
当社の始まりでした。テント生地は大きな屋根や外壁となって空間を自在につくることができる。テントのその計
り知れないポテンシャルに気づいた私たちは、技術開発に挑み、経済性、施工性、デザイン性にも優れた膜構造建
築物をお客様とともに作り上げてきました。宇宙の時代には月にテントが張れるかもしれない。そんなVisionを持
ちながら、革新的な挑戦を続け、１００億円企業への成長を目指してまいります。

東京練馬区光が丘清掃工場建替工事

〇本社所在地：新潟県長岡市滝谷町

１９１７番地５

〇事業概要：膜構造建築物製造・施工

〇常時使用する従業員：６５名

（2026年3月時点）

〇現在の売上高：３１億円

（ 2025年3月期）

〇法人番号：3110001022137

〇Web:

http://www.imaizumitent.com

今泉テント株式会社（製造業）

・2025年4月、ISO9001認証取得、2026年4月、品質管理部新設。
品質管理および更なる品質向上を目指す体制を構築する。
・2026年4月、新人事制度を導入、部門長に権限を委譲し、各部
門の生産性向上を図る。
・人材の育成、福利厚生の拡充（資格取得支援、各種手当拡充）
・設備投資による業容の拡大。隣地取得ならびに新型機械導入に
より、更なる増産体制を構築する。
・勤怠管理・原価管理にかかる新システム導入。ＡＩを活用した
営業システム導入。営業力強化・生産性向上と原価管理を徹底。

・新分野への進出により販路拡大を図る。
（より軽量で高耐久な新素材「Ａ種膜」への対応）
（太陽光発電設備を付帯したテント倉庫の開発）
・事業の多角化（貸倉庫業への進出）
・積極的なＭ＆Ａによる事業規模拡大
・社内ＤＸ化を推進し、業務効率化と生産性向上を図る。

・膜構造建築物の認知度向上
（テントは安かろう悪かろうとのイメージを払拭すべ
く低価格かつ高耐久の製品をお客様に提供する。）

・人材の確保と定着化
（新卒採用の強化と社内外研修制度の充実化）


	スライド 1

